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武
内
翁
功
労
碑

　

碑
は
平
泉
寺
町
の
神
明
神
社
境
内
に
立
ち
、

建
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
で

あ
る
。
武
内
翁
と
は
竹
内
鉄
也
の
こ
と
で
、
彼

は
そ
の
一
生
を
平
泉
寺
村
の
為
に
尽
く
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。
鉄
也
は
28
才
で
神
明
社
の
氏
子

総
代
と
な
り
神
社
の
復
興
に
尽
力
し
た
。
荒
廃

し
て
い
た
当
社
の
本
殿
を
新
築
し
境
内
を
拡

張
、
更
に
努
力
を
続
け
そ
の
結
果
指
定
村
社
に

ま
で
列
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
碑
は
そ
の

功
績
を
後
世
に
残
す
た
め
に
氏
子
の
手
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
。

　

鉄
也
は
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
平
泉
寺
村

に
生
ま
れ
、
同
34
年
若
干
26
才
に
し
て
４
年
間

村
長
を
勤
め
た
。
ま
た
、
村
会
議
員
を
勤
め
る

こ
と
も
数
度
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
教
育
行
政
・

道
路
改
修
・
農
事
改
良
・
造
林
植
栽
・
用
水
開

鑿
（
か
い
さ
く
）
な
ど
に
力
を
尽
く
し
た
。
こ

う
し
た
彼
の
功
績
に
対
し
、
表
彰
を
授
け
ら
れ

る
こ
と
十
数
度
に
及
ん
だ
。
こ
の
中
か
ら
一
例

を
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
郡
平
泉
寺
村竹内

鉄
也

自
村
森
林
の
荒
廃
に
帰
せ
ん
と
す
る
を
慨
し
、

率
先
し
て
造
林
に
努
め
、
既
に
植
栽
せ
し
面
積

拾
数
町
歩
に
及
び
其
植
栽
及
保
護
善
良
に
し

て
、
他
の
模
範
と
為
す
に
足
る
を
認
む
、
因
て

植
樹
奨
励
金
下
與
規
則
第
九
條
に
依
り
金
弐
拾

五
円
を
下
與
し
、
以
て
其
功
労
を
賞
す
。

　

明
治
四
十
一
年
三
月
三
十
日

　

福
井
県
知
事
従
五
位
勲
五
等　

中
村
純
九
郎

　

そ
の
功
績
は
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
そ
の
最
大

の
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
平
泉
寺
の

再
興
と
村
史
編
纂
へ
の
尽
力
の
二
つ
で
あ
ろ

う
。
明
治
元
年
、
維
新
政
府
の
発
し
た
神
仏
分

離
令
か
ら
波
及
し
た
廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
、

存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
平
泉
寺
を
再
興
し

た
。
こ
れ
は
一
市
町
村
を
こ
え
て
福
井
県
に

と
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
意
義
は
計
り

し
れ
な
い
。
庭
園
は
昭
和
５
年
に
国
の
名
勝
に
、

境
内
は
10
年
に
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
発
掘
調

査
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
将
来
は
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
市
民
の
強
い
願
い

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
村
史
編
纂
が
も
た
ら
し
た
功
績

も
大
き
い
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
村
治
一

覧
の
編
集
で
、
時
の
村
長
が
鉄
也
に
依
頼
、
彼

は
も
う
一
歩
進
め
て
村
史
編
纂
を
進
言
し
た
。

こ
う
し
て
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
か
ら
編
集

委
員
長
と
し
て
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
郷
土
史

家
山
田
秋
甫
を
顧
問
と
し
て
迎
え
、
先
ず
同
13

年
に
『
平
泉
寺
文
書
』
上
・
下
が
発
刊
さ
れ
た
。

さ
ら
に
当
時
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た

平
泉
澄
の
帰
郷
を
好
機
と
し
て
、
博
士
に
よ
る

稿
の
閲
覧
と
啓
導
を
得
て
、
昭
和
５
年
『
平
泉

寺
史
要
』
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。

　

さ
て
碑
に
は
鉄
也
の
尽
力
に
よ
り
、
神
明
社

が
指
定
村
社
と
な
る
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
、

そ
こ
に
は
以
下
の
人
物
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

題
字
は
海
軍
少
将
の
河
合
退
蔵
が
、
撰
は
平
泉

澄
が
、
書
は
大
野
中
学
校
教
授
中
廣
泰
と
あ
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「ブロード街の
１２日間」

「食べているのは
生きものだ」

「下剋上受験」
～両親は中卒
それでも娘は最難関
中学を目指した！～

デボラ・ホプキンソン／著
あすなろ書房

森枝　卓士／文・写真
福音館書店

桜井　信一／著
産経新聞出版

　様々な病気の原因がまだ解明されていなかった
時代に、状況証拠だけを重ね「青い恐怖」と恐
れられたコレラの真実に迫る「医学探偵」ジョン・
スノウ博士。そして、13歳の助手イールが街を守
るために奔走する。イールの視点で描いた友情、
淡い初恋、悪党との対決…。スリル満点の物語。

　人間は、生きものを殺して食べている。「ひ
どい」とか「かわいそうだ」と思うかもしれ
ない。でも、それは本当のこと。肉、魚、
野菜、果物、米…。私たちが食べているも
のは、塩を除けば、生きものから作られてい
る。食べているものは全部、生きものなのだ。

　昼はガテン系仕事、夜は娘と猛勉強、
そして朝まで娘のための予習。中卒の父
とその娘が、進学塾にも行かず２人で桜
蔭学園を目指した壮絶記録。結果は大事、
しかし同じように経過も大事であることを
痛感する1冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年12月末 前年比

総件数 462件 －38件

人身事故
（うち高齢者）

49件
（8）

0件
（－7）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

－1人
（0）

傷　者 55人 ＋1人

物損事故 413件 －38件

１月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,868人 7 －7 0 13 －12 1 11,869人 1人
女 13,005人 5 －11 －6 25 －13 12 13,011人 6人
合　計 24,873人 12 －18 －6 38 －25 13 24,880人 7人
世帯数 8,081世帯 8,091世帯 10世帯

人口の動き

市・県民税▶第４期　国民健康保険税▶第４期
納期限▶２月２日㈪　口座振替▶１月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪20
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緊
急
の
場
合
は一

一
〇
番
！

　

一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
電

話
で
す
。
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

一
一
〇
番
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か

（
事
件
事
故
･
ど
ろ
ぼ
う
・

け
ん
か
な
ど
）

②
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

（
○
町
○
番
地
や
目
立
つ
建

物
）

③
い
つ
あ
っ
た
の
か

（
今
あ
っ
た
の
か
、何
分
前
か
）

④
犯
人
は

（
顔
、
年
齢
、
身
長
体
格
、

服
装
、
逃
げ
た
方
向
・
車
の

ナ
ン
バ
ー
な
ど
）

⑤ 

今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

（
被
害
の
状
況
・
事
故
の
様

子
）

⑥ 

あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号

（
事
件
・
事
故
と
の
関
係

な
ど
）

○ 

一
一
〇
番
を
す
る
と
き

は
、

•
い
そ
が
ず

•
慌
て
ず

•
冷
静
に

○ 

緊
急
性
の
な
い
要
望
・
困

り
ご
と
は
、
警
察
相
談
電

話
（
♯
９
１
１
０
）
へ
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

異
物
を
飲
み
込
む
事
故
は
、

身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
物
が

原
因
と
な
り
ま
す
。
少
量
で
も

生
命
に
か
か
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
危
険
な
も
の
を
身

の
回
り
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

【
早
め
に
救
急
外
来
を

受
診
し
た
方
が
よ
い
場
合
】

　

飲
み
込
ん
だ
物
や
、
そ
の
説

明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参
し
、

地
域
の
救
急
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

• 

ボ
タ
ン
電
池
、
ピ
ン
な
ど
の

鋭
利
な
も
の
、
ス
プ
ー
ン
な

ど
の
大
き
な
物
を
飲
み
込
ん

だ
• 

樟し
ょ
う
の
う
脳
、ナ
フ
タ
リ
ン
、漂
白
剤
、

ト
イ
レ
用
洗
剤
、
除
草
剤
、

農
薬
な
ど
を
飲
み
込
ん
だ

• 

飲
み
込
ん
で
か
ら
咳
が
で
て

き
た

• 

意
識
を
失
っ
た

• 

呼
吸
が
お
か
し
い

• 

嘔
吐
が
と
ま
ら
な
い

【
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
も

大
丈
夫
な
場
合
】

•
タ
バ
コ
を
少
し
か
じ
っ
た

• 

石
け
ん
、
化
粧
水
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ク

レ
ヨ
ン
、
鉛
筆
を
か
じ
っ
た

• 
硬
貨
を
飲
み
込
ん
だ
が
、
息

が
苦
し
そ
う
で
は
な
い

【
家
庭
で
で
き
る
こ
と
】

　

異
物
が
見
え
る
時
は
、
詰
ま
っ

て
い
る
物
を
か
き
だ
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
吐
か
せ
る
こ
と
は
、

吐
い
た
物
が
気
管
に
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険

で
す
。

　

牛
乳
や
水
を
飲
ま
せ
る
と
、

炎
症
に
よ
る
刺
激
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
症
状
が

悪
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
迷
っ
た
ら
中
毒
１
１
０
番
で

応
急
処
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
）　

☎
87
‐
０
８
８
８

異
物
を
飲
み
込
ん
だ
と
き
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」飲み込んだ物 水を

飲ませる
牛乳を
飲ませる

煙　草
吸殻・葉 × ×

煙草を
浸した液 ○ ○

医薬品 ○ ○

芳香剤・消臭剤 ○ ○

香水・ヘアトニック・化粧水 ○ ○

洗濯用洗剤・台所用洗剤 ○ ○

ナフタリン ○ ×

樟
しょうのう
脳 ○ ×

ワックス ○ ×

トイレ用消臭剤 ○ ○

インク消し、修正液 ○ ○

トイレ用洗剤・漂白剤（塩素系） ○ ○

除草剤 ○ ○

農業用殺虫剤 ○ ○

シンナー × ×

ボタン電池 × ×

灯油 × ×

ベンジン × ×

（公財）日本中毒情報センター
■大阪中毒110番
　☎072 ｰ 727 ｰ 2499（24時間対応）
■つくば中毒110番
　☎029 ｰ 852 ｰ 9999（9～ 21時対応）
■タバコ専用電話
　☎072-726-9922
　（24時間対応、テープによる情報提供）


